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60周年式典
市のさらなる飛躍へ
決意を新たに

市制施行

60
周年

記念特集

第３弾

　

阿
南
市
が
発
足
し
て
か
ら
、
ち
ょ
う

ど
60
年
。
５
月
１
日
、市
民
会
館
で「
阿

南
市
市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
」
を

挙
行
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
ご
来
賓
の
方
を
含
め
約

６
０
０
人
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
臨
席

を
賜
り
、
60
周
年
を
ご
祝
福
い
た
だ
き

ま
し
た
。
市
政
の
功
労
者
等
に
表
彰
状

や
感
謝
状
を
お
贈
り
し
た
ほ
か
、
ご
来

賓
の
方
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
岩
浅
市
長
は
、「
本
市
が
、
進
展

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
関
係
機

関
の
格
別
の
ご
指
導
と
市
民
の
皆
さ
ま

の
た
ゆ
ま
ざ
る
尽
力
の
賜
物
で
す
。
今

後
も
市
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
市

民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、
郷
土

阿
南
の
限
り
な
い
発
展
に
最
善
を
尽
く

し
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
最

後
に
、
吹
田
文
明
名
誉
市
民
の
音
頭
で

万
歳
三
唱
を
行
い
、
市
の
さ
ら
な
る
飛

躍
へ
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
祝
賀
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
記
念
映
像
「
未
来
に
伝
え
た

い　

阿
南
市
60
年
の
あ
ゆ
み
」
を
上
映

し
、
市
の
発
展
を
懐
か
し
い
映
像
と
と

も
に
振
り
返
り
ま
し
た
。

市
政
功
労
者
等
を
顕
彰

　

市
政
の
各
般
に
わ
た
っ
て
功
労
の
あ
っ
た

方
や
１
０
０
歳
以
上
（
５
月
１
日
現
在
）

の
ご
長
寿
の
方
な
ど
を
表
彰
す
る
と
と
も

に
、
長
年
に
わ
た
り
公
共
の
福
祉
に
寄
与

さ
れ
た
方
な
ど
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

被
表
彰
者
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
項
目
ご
と
に
50
音
順
）

功
労
者
表
彰

市
議
会
議
員
と
し
て

12
年
以
上
在
職
さ
れ
た
方

井
坂
重
廣
（
才
見
町
）・
小
野 

毅
（
那
賀

川
町
）・
日
下
公
明
（
加
茂
町
）・
住
友
進

一
（
那
賀
川
町
）・
住
友
利
広
（
宝
田
町
）・

橋
本
幸
子
（
那
賀
川
町
）・
林　

孝
一
（
新

野
町
）・
藤
本 

圭
（
見
能
林
町
）・
星
加

美
保
（
羽
ノ
浦
町
）・
横
田
守
弘
（
内
原
町
）

副
市
長
と
し
て

12
年
以
上
在
職
さ
れ
た
方

亀
尾
貞
男
（
福
井
町
）

監
査
委
員
、
教
育
委
員
会
の
委
員
、
農
業

委
員
会
の
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
と
し
て
12
年
以
上
在
職
さ
れ
た
方

岩
淺

二
郎
（
宝
田
町
）・
岡
部
禎
宏
（
橘

町
）・
島 　

優
德
（
福
村
町
）・
豊
田
邦
和

（
福
井
町
）

旧
町
に
お
け
る
議
会
議
員
の
在
任
期
間
と

通
算
し
、
市
議
会
議
員
と
し
て
12
年
以
上

在
職
さ
れ
た
方

庄
野
英
樹
（
羽
ノ
浦
町
）

市
の
教
育
、
産
業
、
衛
生
、
土
木
、
消
防
、

社
会
事
業
等
に
取
り
組
ま
れ
、
特
に
功
労

顕
著
で
あ
っ
た
方

一
般
社
団
法
人
阿
南
市
医
師
会
会
長　

岸　

彰
（
宝
田
町
）・
松
原
良
明
（
畭
町
）・
三

橋
和
江
（
羽
ノ
浦
町
）・
歯
朶
山
加
代
（
横

見
町
）・
藤
田
春
市
（
新
野
町
）・
上
地
敏

子
（
吉
井
町
）・
津
山
淳
子
（
下
大
野
町
）・

日
下
美
代（
橘
町
）・
田
上
武
則（
上
中
町
）・

阿
部
俊
男
（
福
井
町
）・
今
瀬
隆
男
（
椿

泊
町
）・
岡
本
新
三
郎
（
伊
島
町
）・
小
川

健
一
（
椿
泊
町
）・
福
岡
一
郎
（
楠
根
町
）・

唐
木
八
重
子（
羽
ノ
浦
町
）・
川
原
直
子（
羽

ノ
浦
町
）・
太
居
雅
敏
（
椿
泊
町
）・
中
川

美
枝
子（
椿
泊
町
）・
吉
田　

繁（
新
野
町
）・

阿
部
正
則
（
下
大
野
町
）・
江
川
正
治
（
宝

田
町
）・
大
前
志
郎
（
上
大
野
町
）・
嘉
見

博
之
（
桑
野
町
）・
北
島
卓
司
（
畭
町
）・

楠
本　

博（
橘
町
）・
須
藤
恭
宏（
才
見
町
）・

武
知
和
一
（
桑
野
町
）・
達
田
美
喜
夫
（
宝

田
町
）・
辻 

菊
子
（
畭
町
）・
中
西　

斉
（
那

賀
川
町
）・
中
道
健
和
（
福
井
町
）・
仁
木

晶
平
（
長
生
町
）・
林　

献
司
（
畭
町
）・

林　

義
郎
（
新
野
町
）・
北
條
憲
治
（
七

見
町
）・
前
川
壽
美
（
西
路
見
町
）・
松
田

五
郎
（
宝
田
町
）・
松
田
雄
史
（
長
生
町
）・

六
浦
惠
美
子
（
見
能
林
町
）・
村
井
正
志

（
西
路
見
町
）・
吉
田
利
晴
（
柳
島
町
）・↑

次
ペ
ー
ジ
上
段
に
続
く
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領
田
佳
之
（
羽
ノ
浦
町
）・
青
木
孝
文
（
内

原
町
）・
朝
田
庄
二
（
長
生
町
）・
阿
竹
秀

樹
（
十
八
女
町
）・
甘
利　

浩
（
桑
野
町
）・

天
羽
裕
二
（
椿
町
）・
井
口
浩
明
（
中
大

野
町
）・
井
坂
達
也
（
桑
野
町
）・
井
坂
利

章
（
福
井
町
）・
石
川
孝
之
（
横
見
町
）・

石
川　

稔
（
長
生
町
）・
泉　

宣
礼
（
上

中
町
）・
伊
勢
秀
雄
（
伊
島
町
）・
井
上 

勝

（
羽
ノ
浦
町
）・
岩
佐
幸
男
（
加
茂
町
）・

井
馬
輝
郎
（
福
井
町
）・
上
原
充
裕
（
下

大
野
町
）・
牛
城　

忠
（
羽
ノ
浦
町
）・
江

口
太
郎
（
桑
野
町
）・
遠
藤
秀
和
（
羽
ノ

浦
町
）・
大
西
正
章
（
新
野
町
）・
岡
川
雄

洋
（
新
野
町
）・
岡
田
強
志
（
日
開
野
町
）・

岡
部
仁
史（
橘
町
）・
岡
本
一
仁（
深
瀬
町
）・

岡
本
孝
司
（
上
中
町
）・
岡
本
裕
之
（
羽

ノ
浦
町
）・
尾
﨑
智
視
（
中
林
町
）・
小
野

和
也
（
深
瀬
町
）・
折
野
敏
彦
（
新
野
町
）・

折
野　

靖
（
津
乃
峰
町
）・
笠
井
英
司
（
椿

泊
町
）・
樫
詰
久
生（
橘
町
）・
加
藤
宏
三（
才

見
町
）・
金
久　

博
（
新
野
町
）・
鎌
田
幸

雄
（
宝
田
町
）・
加
茂　

清
（
新
野
町
）・

清
本
宜
計
（
内
原
町
）・
久
保
浩
二
（
十

八
女
町
）・
久
米
和
德
（
新
野
町
）・
久
米

秀
昭
（
新
野
町
）・
黒
川
幸
一
（
福
井
町
）・

紅
露
国
明
（
桑
野
町
）・
小
谷
泉
司
（
中

大
野
町
）・
小
西
芳
弘
（
桑
野
町
）・
小
山

一
樹（
桑
野
町
）・
近
藤
光
明（
中
大
野
町
）・

近
藤
良
行
（
富
岡
町
）・
斎
藤
健
司
（
伊

島
町
）・
堺　

和
義
（
下
大
野
町
）・
佐
竹　

陽
（
十
八
女
町
）・
佐
竹
敏
之
（
深
瀬

町
）・
佐
竹
信
夫
（
深
瀬
町
）・
定
本
英
造

（
羽
ノ
浦
町
）・
里
廣
貴
明
（
上
中
町
）・

佐
野
大
造
（
日
開
野
町
）・
澤
井
孝
史
（
長

生
町
）・
品
川
宜
丈
（
福
村
町
）・
四
宮
照

造
（
新
野
町
）・
島
村
紘
彰
（
新
野
町
）・

清
水　

登
（
新
野
町
）・
白
濱
哲
也
（
見

能
林
町
）・
杉
本
忠
弘
（
中
林
町
）・
鈴
江

敏
宏
（
那
賀
川
町
）・
鈴
木
和
則
（
那
賀

川
町
）・
清　

利
彦
（
長
生
町
）・
清
野
良

昭（
那
賀
川
町
）・
関
口
重
敏（
羽
ノ
浦
町
）・

田
上
順
治
（
那
賀
川
町
）・
田
上
昌
德
（
上

中
町
）・
竹
内
啓
二
（
日
開
野
町
）・
竹
内

繁
太
郎
（
富
岡
町
）・
竹
治
裕
彦
（
羽
ノ

浦
町
）・
立
田
美
千
雄
（
上
中
町
）・
田
中　

久
（
宝
田
町
）・
棚
橋
利
治
（
椿
町
）・
谷　

光
二
（
楠
根
町
）・
谷　

武
司
（
富
岡
町
）・

谷
口
文
昭
（
新
野
町
）・
谷
﨑
実
弦
（
加

茂
町
）・
谷
本
弘
行
（
那
賀
川
町
）・
田
村　

稔
（
宝
田
町
）・
渡
川
圭
介
（
那
賀
川
町
）・

徳
永
義
弘
（
長
生
町
）・
長
池
茂
人
（
中

大
野
町
）・
中
田
泰
之
（
水
井
町
）・
中
野

善
文
（
羽
ノ
浦
町
）・
那
住
祐
俊
（
羽
ノ

浦
町
）・
新
居
治
己
（
宝
田
町
）・
新
居
正

司
（
富
岡
町
）・
西
内
三
千
年
（
椿
泊
町
）・

西
中
敬
治
（
新
野
町
）・
二
宮 

茂
（
桑
野

町
）・
野
口
洋
明（
長
生
町
）・
葉
久
將
利（
那

賀
川
町
）・
畠
山
繁
輝
（
桑
野
町
）・
濱
田 

勉
（
向
原
町
）・
林　

博
之
（
長
生
町
）・

原　

 

耕
（
吉
井
町
）・
原　

宏
明
（
楠
根

町
）・
原
田
和
典（
熊
谷
町
）・
原
田
嘉
晃（
桑

野
町
）・
久
積
和
仁
（
長
生
町
）・
福
田
康

仁
（
橘
町
）・
福
谷
一
憲
（
福
井
町
）・
福

野
和
利
（
羽
ノ
浦
町
）・
古
屋
雅
敏
（
津

乃
峰
町
）・
北
條
春
樹
（
山
口
町
）・
前
川

雅
俊
（
横
見
町
）・
松
田
新
治
（
横
見
町
）・

松
田
裕
史
（
新
野
町
）・
松
橋
史
郎
（
日

開
野
町
）・
三
間
泰
裕
（
福
井
町
）・
宮
本

浩
二
（
山
口
町
）・
撫
養
修
典
（
椿
泊
町
）・

村
上
秀
樹
（
桑
野
町
）・
元
山
正
和
（
桑
野

町
）・森　
勝
治（
新
野
町
）・森　
稔
則（
新

野
町
）・
森
野
良
一
（
深
瀬
町
）・
森
本
正
明↑

次
ペ
ー
ジ
上
段
に
続
く

全員で万歳三唱
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長
寿
を
た
た
え
て

住
友
フ
ミ
（
那
賀
川
町
）・
古
川
好
幸
（
領

家
町
）・
栗
﨑
照
子
（
羽
ノ
浦
町
）・
呉
羽

ハ
ギ
ノ（
新
野
町
）・
戸
田
玉
男（
桑
野
町
）・

三
馬
ウ
メ
ノ
（
新
野
町
）・
渡
部
君
子
（
那

賀
川
町
）・
喜
多
晴
男
（
那
賀
川
町
）・
齋

藤
ヤ
ス
ノ
（
那
賀
川
町
）・
林　
マ
サ
ヱ
（
新

野
町
）・
板
東
種
子
（
羽
ノ
浦
町
）・
井
上

フ
ミ
エ
（
福
井
町
）・
竹
治
恒
子
（
羽
ノ
浦

町
）・
新
居
辨
吉
（
見
能
林
町
）・
松
田
ク

ニ
ヱ
（
横
見
町
）・
松
橋
シ
ケ
子
（
日
開
野

町
）・
森　
マ
サ
子
（
那
賀
川
町
）・
江
川

シ
ズ
子
（
羽
ノ
浦
町
）・
大
久
保
ル
イ
（
上

中
町
）・
尾
崎
キ
ミ
ヱ
（
上
大
野
町
）・
加

地
ア
キ
ノ（
羽
ノ
浦
町
）・
木
下
ミ
ヤ
子
（
下

大
野
町
）・
久
我
島
子
（
上
中
町
）・
桑
原

ナ
ミ
ノ
（
福
井
町
）・
澤
田
シ
ゲ
子
（
羽
ノ

浦
町
）・
泰
地
千
鶴
子
（
福
井
町
）・
谷
﨑

タ
カ
ノ
（
新
野
町
）・
津
田
豊
子
（
橘
町
）・

生
川　

弘（
新
野
町
）・
布
川
ミ
ヤ
子（
橘

町
）・
松
田
ス
ヱ
（
那
賀
川
町
）・
宮
城
壽

美
子（
那
賀
川
町
）・
山
田
廸
功（
山
口
町
）・

𠮷
田
綾
子
（
羽
ノ
浦
町
）・
青
木
ヒ
デ
コ（
見

能
林
町
）・
安
藝
ト
メ
ノ
（
桑
野
町
）・
大

島
久
子（
富
岡
町
）・
大
西
玉
江（
内
原
町
）・

岡
田
キ
ヨ
ノ
（
羽
ノ
浦
町
）・

山
ト
ク
エ

（
吉
井
町
）・
近
藤
多
喜
江（
富
岡
町
）・
佐
々

木
ハ
ツ
ヱ
（
那
賀
川
町
）・
多
田
良
之
（
横

見
町
）・
敦
賀
久
子
（
富
岡
町
）・
西
内
ト

ヨ
ノ
（
阿
瀬
比
町
）・
濱
田
キ
ク
ヱ
（
宝
田

町
）・
濱
田
ヒ
サ
子
（
福
村
町
）・
原
口
千

世
（
那
賀
川
町
）・
坂
東
チ
ヨ
コ
（
椿
町
）・

前
橋
ツ
ル
エ
（
羽
ノ
浦
町
）・
増
田
ミ
サ
コ

（
大
潟
町
）・
森
マ
サ
コ
（
上
大
野
町
）・
山

下
喜
美
惠
（
富
岡
町
）・
大
和
久
子
（
橘
町
）

（
中
大
野
町
）・
矢
野
明
人
（
七
見
町
）・

矢
部　

剛
（
羽
ノ
浦
町
）・
山
川　

力
（
長

生
町
）・
山
川
浩
行
（
長
生
町
）・
山
下
耕

司
（
富
岡
町
）・
山
本
茂
晴
（
上
中
町
）・

山
本
秀
樹
（
出
来
町
）・
湯
浅
祥
司
（
十

八
女
町
）・
湯
浅
博
則
（
熊
谷
町
）・
湯
浅

義
則（
小
松
島
市
金
磯
町
）・
湯
浅
義
博（
畭

町
）・
湯
村
裕
之
（
橘
町
）・
横
田　

悟
（
上

中
町
）・
吉
川　

登
（
加
茂
町
）・
吉
田
義

夫
（
柳
島
町
）・
来
宝
浩
資
（
大
潟
町
）

市
の
公
益
の
た
め
ご
寄
附
さ
れ
た
方

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社

長　

小
川
裕
義
・
王
子
ネ
ピ
ア
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

清
水
紀
暁
・
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
中
四
国
本
部
長　

忠

沢
一
弘
・
株
式
会
社
ジ
ェ
イ･

ア
イ･

テ
ィ

代
表
取
締
役　

戎
谷
一
平
・
有
限
会
社
橋

田
工
務
店
代
表
取
締
役　

橋
田
一
正
・
清

原　

愛
（
長
生
町
）・
野
村
幸
子
（
富
岡

町
）・
埴
淵
政
美
（
羽
ノ
浦
町
）・
県
南
軟

式
野
球
競
技
会
代
表　

川
田
一
裕
（
宝
田

町
）

公
益
の
福
祉
に
寄
与
さ
れ
、
広
く
市
民
の

模
範
と
し
て
推
奨
に
値
す
る
業
績
が
あ
っ

た
方

岡
部
千
惠
子
（
橘
町
）・
川
田
千
惠
子
（
羽

ノ
浦
町
）・
川
原
一
女
（
羽
ノ
浦
町
）・
近

藤
テ
ル
コ
（
羽
ノ
浦
町
）・
南
部
倭
子
（
福

井
町
）・
林　

カ
ン
（
見
能
林
町
）・
本
田

幸
世
（
羽
ノ
浦
町
）・
森   　

清
（
羽
ノ

浦
町
）・
湯
浅
八
重
子
（
津
乃
峰
町
）
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お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト
（
那
賀
川
町
）・
お

は
な
し
ひ
ろ
ば 

ひ
ま
わ
り
（
領
家
町
）・

こ
す
も
す
お
は
な
し
会
（
羽
ノ
浦
町
）・
コ

ス
モ
ス
会（
那
賀
川
町
）・
島
尻
食
事
会（
那

賀
川
町
）・
水
仙
会
（
那
賀
川
町
）・
つ
く

し
の
会
（
那
賀
川
町
）・
佐
武
邦
臣
（
富

岡
町
）・
佐
武
千
代
枝
（
富
岡
町
）・
椿
地

区
セ
ニ
ヤ
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
椿
町
）・
椿
泊

婦
人
会
（
椿
泊
町
）・
つ
ば
き
夢
ト
ン
ネ
ル

コ
ス
モ
ス
会
（
椿
町
）・
中
野　

勇
（
富
岡

町
）・
姫
路
昌
一
（
橘
町
）・
横
見
町
を
き

れ
い
に
す
る
会（
横
見
町
）・
柿
本　

清（
桑

野
町
）・
笠
井
章
夫
（
向
原
町
）・
近
藤
治

郎（
中
大
野
町
）・田
上
明
信（
那
賀
川
町
）・

仁
木
正
弘
（
長
生
町
）・
萩
野
敏
則
（
横

見
町
）・
前
川
孝
晴
（
柳
島
町
）・
三
好
忠

昭
（
見
能
林
町
）

感
謝
状
授
与

阿
南
の
加
茂
谷
鯉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
加
茂
谷
地
域
）・
新
野
絵
本
の
会
（
新
野

町
）・
新
野
商
工
振
興
会
（
新
野
町
）・
梅

星
座
（
長
生
町
）・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
ふ
き
の
と
う
（
羽
ノ
浦
町
）・
影
絵

グ
ル
ー
プ
お
ん
ご
ろ
う
一
座
（
那
賀
川
町
）・

國
森
義
昭
（
領
家
町
）・
桑
野
地
域
振
興

協
議
会
（
桑
野
地
域
）・
桑
野
地
域
の
安

全
を
守
る
会
（
山
口
町
）・
桑
野
婦
人
合

奏
部
コ
ス
モ
ス
レ
デ
ィ
ー
ス
（
桑
野
町
）・

元
気
で
い
こ
か
い
（
見
能
林
町
）・
子
育
て

サ
ー
ク
ル
だ
ん
だ
ん
（
新
野
町
）・
子
育
て

ふ
れ
あ
い
広
場
（
見
能
林
町
）・
子
供
の
環

境
を
支
援
す
る
会
・
羽
ノ
浦
（
羽
ノ
浦
町
）・

サ
ポ
ー
ト
マ
マ
の
会
（
富
岡
町
）・
島　

優

德
（
福
村
町
）・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
羽
ノ
浦

（
羽
ノ
浦
町
）・
高
島
朋
子
（
宝
田
町
）・

宝
田
青
年
会
（
宝
田
町
）・
椿
川
ヒ
ウ
オ

祭
り
実
行
委
員
会
（
椿
町
）・
椿
泊
漁
業

協
同
組
合
（
椿
泊
町
）・
中
原
た
ぶ
の
木
会

（
上
中
町
）・
林
崎
自
治
会
（
見
能
林
町
）・

福
井
竹
友
会
（
福
井
町
）・
福
岡
一
郎
（
楠

根
町
）・
福
長　

稔
（
下
大
野
町
）・
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
阿
南
第
８
団
（
羽
ノ
浦
町
）・

松
村
信
治（
富
岡
町
）・
柳
島
町
お
っ
ぱ
し
ょ

地
蔵
保
存
会
（
柳
島
町
）・
山
口
座
三
番

叟
保
存
会
（
山
口
町
）・
湯
浅
亮
一
（
楠
根

町
）・
Ａ
Ｂ
Ｏ
60
・
菊
地　

清
（
福
島
県

岩
瀬
郡
鏡
石
町
）・
河
内
志
郎
（
小
松
島

市
大
林
町
）・
小
泉
隆
一（
那
賀
川
町
）・
戸

川
政
子（
黒
津
地
町
）・
宮
本
和
子（
富
岡

町
）・
阿
南
市
立
津
乃
峰
小
学
校
（
津
乃

峰
町
）・
阿
南
市
立
椿
町
中
学
校
（
椿
町
）・

記念映像上映 長寿をたたえて 被表彰者代表謝辞

功労者表彰のようす

式辞を述べる岩浅市長

市制施行60周年記念誌
「あなんの軌跡をたどる」発行

市民の皆さまなどからご提供
いただいた「懐かしの写真」と
ともに、明治、大正、昭和、平
成にかけてのあなんの歩みな
どを紹介しています。阿南市立
図書館や公民館（本館）に備え
付けています。また市ホーム
ページでもご覧いただけます。

問い合わせは　企画政策課（☎22−3429）へ
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学
校
給
食
調
理
員（
臨
時
的

任
用
職
員
）を
募
集
し
ま
す

募
集
内
容　
平
成
30
年
度
に
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
、
臨

時
的
に
勤
務
す
る
職
員

採
用
予
定
人
員　
業
務
の
必
要
に

応
じ
て
採
用
し
ま
す
。

賃
金　
日
額
７
３
０
０
円　

申
込
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
・
写
真
貼
付
）
を
学
校

給
食
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
の
試
験
案
内
は
、
申
込
後
に

学
校
給
食
課
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

申
込
期
間　
随
時
受
付

問
い
合
わ
せ
は　

学
校
給
食
課

（
☎
22

－

０
３
６
２
）
へ

人
権
教
育
・
啓
発

第
２
回
阿
南
市

人
権
教
育
・
啓
発
市
民
講
座

日
時　
６
月
19
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

内
容　
「
社
会
福
祉
と
人
権
～
障
が

い
と
共
生
で
き
る
社
会
の
中
で
～
」

講
師　
障
が
い
者
支
援
施
設　

西

室
苑　

施
設
長
代
理　

五
孝
典
恵

さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
：
６
月

11
日
㈪
ま
で
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
研
究

講
座
（
夏
期
）
受
講
生
募
集

　

人
権
課
題
を
よ
り
専
門
的
に
学

び
見
識
を
深
め
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在
勤
で

本
講
座
の
目
的
に
賛
同
し
で
き
る

限
り
連
続
で
参
加
で
き
る
方

日
時　
７
月
９
日
㈪
、
19
日
㈭
の

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
市
役
所
６
階　

６
０
２
会

議
室

内
容　

１
日
目　
「
私
と
部
落
問
題
～
自

ら
の
解
放
の
た
め
に
～
」

２
日
目　
「
部
落
差
別
の
実
態
に

学
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
～
差
別
が
何

故
起
き
る
の
か
～
」

講
師　
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発

講
師
団
講
師　

歯
朶
山
加
代
さ
ん

定
員　
40
人

申
込
締
切
日　
６
月
29
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

平
成
30
年
度
戦
没
者
追
悼
式

　

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。
関
係

の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
23
日
㈯　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）　

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

ほ
と
と
ぎ
す
　
四
者
四
様 

～

　

２
０
２
０
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
す

が
、
そ
の
年
の
大
河
ド
ラ
マ
が
「
麒き

麟り
ん

が
く
る
」
に

決
定
し
ま
し
た
。
初
め
て
智
将
・
明
智
光
秀
が
主
役

と
な
り
、
多
く
の
戦
国
時
代
の
英
傑
が
登
場
、
従
来

と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
新
し
い
解
釈
で
４
Ｋ
フ
ル
撮

影
の
作
品
と
な
る
そ
う
で
す
。
こ
の
年
は
「
戦
国
時

代
」
ブ
ー
ム
が
到
来
す
る
こ
と
は
確
実
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
今
ま
で
描
い
て
き
た
光
秀
像
を
覆
す
ド
ラ

マ
に
な
る
こ
と
は
題
名
か
ら
推
察
で
き
ま
す
。
中
国

で
は
古
来
、「
麒
麟
」
の
子
ど
も
を
「
麒
麟
児
」
と

呼
び
、
大
人
も
驚
く
よ
う
な
天
才
的
な
俊
英
ぶ
り
を

発
揮
し
、
将
来
そ
の
道
の
発
展
を
も
た
ら
す
天
才
少

年
だ
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
光
秀
の
少
年
時

代
か
ら
の
神
童
ぶ
り
と
、
長
じ
て
の
戦
略
的
才
能
が
、

丹
念
に
描
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
史
上
の
「
三
英
傑
」
と
い
え
ば
、
織

田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
人
間
性
を
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
に
例
え
た
言
葉
は
、

大
方
の
日
本
人
の
人
口
に
膾か

い

炙し
ゃ

し
て
い
ま
す
。

　「
鳴
か
ぬ
な
ら
　
殺
し
て
し
ま
え
　
ほ
と
と
ぎ
す
」

（
信
長
）

「
人
間
五
十
年
、
化げ

天て
ん

の
う
ち
を
く
ら
ぶ
れ
ば　

夢

ま
ぼ
ろ
し
の
如
く
な
り
」
を
舞
っ
た
信
長
は
、
こ
の

幸
若
舞
の
通
り
、
数
え
49
歳
で
光
秀
に
討
た
れ
ま
し

た
。
そ
の
光
秀
も
本
能
寺
の
変
の
11
日
後
、
落
ち
武

者
狩
り
に
遭
い
56
歳
で
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　「
鳴
か
ぬ
な
ら
　
鳴
か
せ
て
み
せ
よ
う
　
ほ
と
と

ぎ
す
」（
秀
吉
）

　

辞
世
「
露
と
落
ち　

露
と
消
え
ぬ
る　

わ
が
身
か

な　

浪な
に
わ花
の
こ
と
は　

夢
の
ま
た
夢
」

日
本
歴
史
上
、
最
大
の
知
恵
者
で
、
立
志
伝
中
の
天

下
人
・
秀
吉
は
、
ひ
た
す
ら
子
・
秀
頼
の
安
泰
を
思

い
つ
つ
、
62
歳
で
逝
去
。

　
「
鳴
か
ぬ
な
ら
　
鳴
く
ま
で
待
と
う
　
ほ
と
と
ぎ

す
」（
家
康
）

　

幼
少
の
頃
か
ら
の
人
質
生
活
に
よ
り
、
我
慢
と
辛

抱
と
忍
耐
の
人
生
を
地
で
行
き
、
大
坂
夏
の
陣
で
豊

臣
家
を
滅
ぼ
し
、
最
終
的
な
勝
利
者
と
な
っ
た
家
康

は
、
後
顧
の
憂
い
な
く
74
歳
で
昇
天
。

　

ま
さ
に
三
者
三
様
の
生
き
様
を
言
い
得
た
「
ほ
と

と
ぎ
す
」
で
し
た
。

　
「
豊
臣
秀
吉
は
主
人
で
あ
る
織
田
信
長
の
長
所
を

見
る
こ
と
に
心
が
け
て
成
功
し
、
明
智
光
秀
は
そ
の

短
所
が
目
に
つ
い
て
失
敗
し
た
」
と
語
っ
た
の
は
松

下
幸
之
助
で
す
。

　「
鳴
か
ぬ
な
ら
　
そ
れ
も
ま
た
よ
し
　
ほ
と
と
ぎ

す
」（
幸
之
助
）

　

少
年
時
代
、
病
弱
だ
っ
た
幸
之
助
は
、
最
も
人
間

を
知
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
焦
ら
ず
、
た

ゆ
ま
ず
、
無
理
を
し
な
い
。
自
然
体
の
哲
学
を
持
っ

た
経
営
の
神
様
は
94
歳
で
長
逝
。

　

四
者
四
様
の
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
書
き
ま
し
た
が
、

心
の
持
ち
方
が
寿
命
を
決
め
る
こ
と
の
参
考
に
な
る

言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何
歳
ま
で
生
き
た
か
と
い

う
少
し
暗
い
話
で
し
た
が
、
最
後
に
明
る
く
「
死
ぬ

と
い
う
こ
と
に
は
、
ベ
テ
ラ
ン
や
名
人
は
い
ま
せ
ん
。

死
ぬ
の
は
み
ん
な
初
心
者
で
す
」（
永　

六
輔
）
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平
成
30
年
度
所
得
証
明
書

等
の
発
行
予
定
日

▼
所
得
証
明
書　
６
月
１
日
㈮
～

▼
所
得
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

６
月
６
日
㈬
～

※
証
明
書
申
請
時
に
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

年
金
の
予
約
相
談

　

年
金
事
務
所
に
お
い
て
予
約
に

よ
る
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月

前
か
ら
前
日
ま
で
の
予
約
が
可
能

で
す
。
ご
連
絡
の
際
は
、
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
年
金
手
帳
や
年

金
証
書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

日
程　
▼
月
曜
日
：
午
前
８
時
30

分
～
午
後
６
時
▼
火
曜
日
～
金
曜

日
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
第
２
土
曜
日
：
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌

日
以
降
の
開
所
日
初
日
に
午
後
６

時
ま
で
予
約
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

場
所　
徳
島
南
年
金
事
務
所

予
約
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
年
金

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

－
０
５

－

１
１
６
５
）
ま
た
は
徳
島
南
年

金
事
務
所
（
☎
０
８
８

－

６
５
２

－

１
５
１
１
）
へ

南
阿
波（
阿
南・那
賀・美
波・

牟
岐・海
陽
）定
住
自
立
圏
連

携
事
業

第
42
回（
平
成
30
年
度
）

成
人
大
学
講
座
の
ご
案
内

　

成
人
大
学
は
、
講
演
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
学
び
の
場
を
提
供
し
て

い
る
生
涯
学
習
講
座
で
す
。
今
回

の
講
座
は
、
一
般
の
方
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

第
３
回
講
座

日
時　
６
月
９
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
～

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階

講
師　
阿
波
古
事
記
研
究
会

副
会
長　

三
村
隆
範
さ
ん　
　
　
　
　

講
座
内
容　
阿
南
と
古
事
記

参
加
費　
無
料

第
４
回
講
座

日
時　
６
月
23
日
㈯　

午
後
３
時
～

場
所　
富
岡
公
民
館
２
階

講
師　
危
機
管
理
課　

危
機
管
理
監

講
座
内
容　
南
海
ト
ラ
フ
震
災
時

の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
講
習
お

よ
び
訓
練
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

　
国
民
年
金
に
若
い

と
き
か
ら
加
入
し
て

60
歳
に
な
り
ま
す
が
、
65
歳

前
で
も
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
。

　

国
民
年
金
の
老
齢

基
礎
年
金
は
原
則
と

し
て
65
歳
か
ら
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
本
人
が
希

望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
で
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
受
け
る
年
金

額
は
、
65
歳
か
ら
受
け
始
め

る
場
合
の
年
金
額
に
比
べ
減

額
さ
れ
、
減
額
率
は
、
０
・

５
％
×
（
繰
上
げ
請
求
月
か

ら
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
月

ま
で
の
月
数
）
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
減
額
は
一
生
続
き

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金

課
（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

消防庁長官表彰
おめでとうございます

阿南市成人式のご案内

元市消防団富岡分団長
福島　栄さん

元市消防団羽ノ浦分団長
田岡 良仁さん

消防庁長官表彰永年勤続功労章は、永年（25年
以上）勤続し、勤務成績が優秀で他の模範となる
と認められる消防団員、消防吏員に対して総務省
消防庁長官より表彰されるもので、勲章・褒章な
どの栄典に準じ、最も栄誉あるもののひとつです。
消防庁長官表彰（永年勤続功労章）を受章された
方をご紹介します。

平成31年「阿南市成人式」を次のとおり開催します。
日時　平成31年1月13日㈰　
　　　13:00開式（受付:12:30～）
場所　スポーツ総合センター（サンアリーナ）
　　　七見町下川田100番地1
※会場が変更となります。
実行委員の募集　成人式に参画していただける新成
人・高校生・市民スタッフを募集しています。
問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ

【永年勤続功労章】

フ
ァ
ス
ト
●

フ
ー
ド
店

コ
ン
ビ
ニ
●

▲
小
松
島
市

美
波
町
▼

●
電
機
店

●
病
院

●
製
紙
工
場

阿南市スポーツ
総合センター
（サンアリーナ）

55
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問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

○高校総体南部ブロック大会　１日㈮、３日㈰、４日㈪
○県中学校軟式野球春季リーグ中央大会　２日㈯
○光のまち学童中央大会　開会式　9日㈯　7:30～9:00
○津乃峰少年野球大会　開会式　 16日㈯　7:30～9:00
○野球観光ツアー　20日㈬

半田ゴールド（愛知県）
奥出雲マスターズ（島根県）

○阿南市中学校総体
　23日㈯、24日㈰、25日㈪　8:30～14:00
○高校軟式野球徳島大会
　23日㈯、24日㈰　14:00～17:00

日時　７月１日㈰　9:00～15:00
場所　南部健康運動公園管理棟、ＪＡアグリあなんスタジアム
内容　 ▼講話１「放送記録員として野球に関わって」

　講師　　徳島インディゴソックスマネージャー
　　　　　米本元子さん

　　　 ▼講話２「プロが教える美しい日本語の話し方」
　　　　講師　　劇団四季出身　異色のミュージカルピッチャー
　　　　　　　　和田一詩さん

▼野球の試合における放送記録スコアボード操作の習得
参加資格　高校生以上の男女。経験者も参考になると思いま

すのでご参加ください。
申込期限　６月22日㈮　参加費用　無料
申込み・問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

６月の日程 放送記録員養成講習会受講生募集

ＪＡアグリあなんスタジアム
桑野町桑野谷34番地１

※荒天の場合は中止する可能性があります

主催　徳島県・阿南市・徳島インディゴソックス
問い合わせは　徳島インディゴソックス事務局（☎088－679－8915）へ

四国アイランドリーグ plus 選抜チーム徳島インディゴソックス台湾社会人チーム

６月９日土
五輪メダリスト野球教室
広澤克実さんがやって来る！
（ロサンゼルスオリンピック金メダリスト）

9:00〜11:00

張 泰山選手　
徳島インディゴソックス永久欠番セレモニー
台湾社会人チームＶＳ徳島インディゴソックス

13:00〜

６月10日日

６月９日土 ６月10日日

台湾社会人野球チームＶＳ

四国アイランドリーグ plus 選抜チーム
13:00〜

募集人数　小学生対象先着100人
参加服装　運動のできる服装・帽子・シューズ
申込方法　徳島インディゴソックス事務局に「氏

名」「年齢」「参加人数」を記入してメー
ル・ファクスで申し込んでください。

申込先　e-mail:t-info@iblj.co.jp
　　　　FAX088－679－8916

入場無料

台
湾
フ

ェス
タ同時

開
催

台湾の食文化を体験できる
物産展を開催します

※荒天の場合は中止する可能性があります

各日11:00〜15:00

広報あ な ん 2018.06　8



自
走
式
草
刈
機

貸
出
し
の
ご
案
内

　

耕
作
放
棄
地
解
消
の
た
め
、
次

の
条
件
を
満
た
す
方
に
自
走
式
草

刈
機
を
貸
出
し
ま
す
。

対
象
地　
市
内
の
耕
作
放
棄
地
お

よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ

る
農
地

対
象
者　
対
象
農
地
の
所
有
者
、

当
該
農
地
所
有
者
に
草
刈
作
業
の

許
可
を
得
た
方
ま
た
は
利
用
権
等

の
設
定
を
受
け
、
耕
作
し
よ
う
と

す
る
方

申
請
方
法　
貸
出
申
請
書
お
よ
び

対
象
農
地
の
写
真
を
提
出

貸
出
期
間　
１
回
の
貸
出
期
間
は

最
大
で
１
週
間

利
用
料
金　
無
料

※
燃
料
費
は
利
用
者
負
担
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
林
水
産
課

（
☎
22

－

１
５
９
８)

へ

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

メ
リ
ッ
ト

・
少
子
・
高
齢
化
時
代
に
強
い
積

立
方
式
の
年
金

・
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会

保
険
料
控
除

・
手
厚
い
政
策
支
援
で
保
険
料
に

国
庫
補
助
も

加
入
条
件
は　
次
の
①
～
③
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

問
い
合
わ
せ
は　
農
業
委
員
会
事

務
局
（
☎
22

－

３
７
９
０
）
ま
た

は
、
最
寄
り
の
農
協
へ

農
業
者
年
金
の
現
況
届

提
出
期
間　
６
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

今年の水道週間のスローガンは「水道水　安全　おいしい　金メダル」です。
水は、私たち人間はもちろんあらゆる生き物にとって生きるために欠かすことができません。大切な水は、
限りがある貴重な資源であり、水についての理解を深め暮らしに有効的に役立てるとともに、節水をこころ
がけましょう。
水道の届け出とご相談について　次のような場合には、すぐに届け出をしてください。
▶新しく水道を使用されるとき　　▶引越しをされるとき　　▶長い間、水道を使用されないとき
▶使用者の名義が変わるとき　　　▶その他変更があるとき
水道料金の納付は便利な口座振替をご利用ください　手続きは、市内の金融機関でお願いします。
水道課給水係からのお願い
水道メーターまでの水道管の管理を充実し、修理や検針作業を速やかに行うため、宅地内で水道メーター等
の移動を行う場合は、申請書を提出していただくことになっています。今後、家の建て替えや庭の工事等で
水道メーターや水道管を移動する場合は、阿南市指定水道工事店を通じて申請書を提出してください。なお、
費用は自己負担となります。
問い合わせは　
●水道の届け出および水道料金等に関すること
　阿南市水道料金お客様センター（水道課内☎22−0587）へ
●給水装置の新設と変更工事および阿南市指定水道工事店に関すること　水道課給水係（☎22−3295）へ
●道路での漏水、メーターボックス内での漏水修繕工事に関すること　水道課管理係（☎22−3295）へ

６月１日から７日は「水道週間」です！

地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより

京都市から阿南市に来て「晴れたらいいな」と思う
ことが増えました。
阿南市内のいろいろな地区を回っているのですが、
いつも自然の躍動感に圧倒されています。空や海の
突き抜けるような藍色も、山々の深い緑も、水面の
きらめきも、太陽が照らす景色たちは本当にぜいた
く。カエルも元気、鳥たちも堂々と飛んでいて、生
命力を感じる瞬間がとにかく多いです。特に自然の
中で聴く音楽は、まったく別の表情を見せてくれて
楽しいですね。
さらに、私が担当する富岡地区は都市機能も充実し
ていて生活上の不便を感じることもなく、とても住
みやすいと感じています。
私はストリートダンスが好きなので、ダンスをテー
マとして活動していきたいです。
皆さんと一緒に楽しく踊り、交流できる場を作れた
らすてきだなと思います。

また、前職でテレビ
番組制作に携わって
いましたので、阿南
の魅力が伝わるよう
な動画の制作などに
もチャレンジしてみ
たいと思います。

松尾 佳典さん（富岡地区）vol.14
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健康診査申込書の
送付時期（予定）

健康診査受診券の送付時期 受診期間

入院・施設等へ入所をされていない方また
は生活習慣病と診断されていない方

　　　 ８月（予定）

受診券を
受け取っ
てから、
平成30年
12月末日
まで

上記以外の方で、平成30年４月以降に血液
検査や尿検査をされていない方

受診を希望される方は、８月以降に保険年金課窓口に
備え付ける健康診査申込書によりお申し込みください。
締切は、11月20日頃を予定しています。

平成30年１月
１日から９月
30日までの間
に後期高齢者
医療制度に加
入された方

１月１日～３月31日に加入 ５月
加入時期に応じ、健康診査申込書を
送付します。
入院をされていない方または生活習
慣病と診断されていない方で受診を
希望される方は、広域連合事務局ま
でお申し込みください。後日受診券
を送付します。

４月１日～５月31日に加入 ６月

６月１日～７月31日に加入 ８月

８月１日～８月31日に加入 ９月

９月１日～９月30日に加入 10月

後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重症化の予防の
ため、健康診査を実施します。
健康診査の対象となる方には「健康診査受診券」をお送りしますので、ぜひ受診しましょう。

健診項目　身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査　　　　受診費用　無料

10 月以降に後期高齢者医療制度に加入される方は健康診査の対象外となります。
後期高齢者医療制度に加入するまでに、現在加入されている健康保険で健康診査を受診してください。
入院をされていた方または生活習慣病と診断された方はすでに健康状態を把握され、医師の指導を受けて
いると考えられることから、健康診査の対象者から除いています。
生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高血圧性疾患、
脂質異常症、虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血
管疾患、動脈硬化があります。

問い合わせは　徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課（☎088−677−3666）
　　　　　　　または保険年金課（☎22−8064）へ

平成30年度後期高齢者医療制度の健康診査について

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

雨
天
時
の
交
通
事
故
防
止

　

梅
雨
の
時
期
と
な
り
、
雨
天
時
に

運
転
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

雨
天
時
は
、
視
界
が
悪
く
、
路
面

も
滑
り
や
す
く
な
る
な
ど
、
危
険
へ

の
対
応
が
遅
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
は
普
段
よ

り
も
速
度
を
抑
え
、
安
全
確
認
を
十

分
に
行
い
、
急
発
進
、
急
ハ
ン
ド
ル
、

急
ブ
レ
ー
キ
等
の「
急
」の
つ
く
操
作

を
し
な
い
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
雨
天
時
の
歩
行
者
や
自
転

車
は
、
雨
に
濡
れ
な
い
よ
う
に
早
足

に
な
っ
た
り
、
下
を
向
い
た
り
す
る

な
ど
、
周
囲
を
見
ず
に
行
動
す
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は

歩
行
者
や
自
転
車
の
動
き
に
は
注
意

を
払
い
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
や
自
転

車
の
運
転
者
も
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
十
分
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない!こんなに事故が
交通
事故

件　数
死　者
負傷者

215件（877）
0人（    2）
18人（  86）

救急 件　数
搬送人員

245件（1,145）
231人（1,103）

火災 件　数
損害額

0件（  10）
0千円

（21,029千円）
●阿南署管内平成30年４月分合計。カッコ内は平成30年の合計。
　損害額は未確定分を含んでいません。
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阿南市では、本市における食環境をさまざまな角度から見つめなおし、今後の望ましい食育推進のための方
針を定めた第２次阿南市食育推進計画を策定し、食育に取り組んでいます。
食育とは、さまざまな経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選ぶ力を身につけて、健全な食生活を実
践することができる人を育てることをいいます。
今回は、平成29年度の食育推進事業で行った食育講演会についてご紹介します。
平成29年度は、阿南市内の子育てセンターや保育所において「かむことの大切さ」や「乳幼児期の食生活
について」など食育に関するテーマについて食育講演会を21回開催しました。
保育所では、園庭での栽培活動や収穫された野菜を使ったクッキング等を通して、子どもたちの食への関心
が高まるような保育を行っています。
また、家庭での食育の推進につなげるために、給食のサンプル展示や食に関する講演会の開催も行っています。
平成29年度は保育所の保護者だけでなく、子育て支援センターに来ている親子を対象にした食育講演会も
積極的に開催することができました。

（写真：講演会での様子）
平成30年度も引き続き、市全体で食育推進をすすめていきます。
問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ

525

「
母
校
の
校
歌
に

想
う
こ
と
」

に
溶
け
込
ま
せ
、
さ
り
げ
な
く

伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
校
歌
は

１
９
１
１
年
に
創
作
さ
れ
た
も

の
だ
そ
う
で
、
１
世
紀
以
上
の

時
を
経
た
今
も
な
お
歌
い
継
が

れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
現
代
社
会
に
お
い
て

も
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。　

　

人
は
物
事
を
判
断
す
る
と
き
、

無
意
識
に
自
分
の
持
つ
「
も
の

さ
し
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
「
も
の
さ
し
」
の

精
度
は
、
そ
の
人
の
持
つ
「
良

識
」
や
「
見
識
」
か
ら
な
る
「
人

間
力
」
に
他

な
り
ま
せ
ん
。

物
事
の
判
断

を
迫
ら
れ
た

と
き
、
溢
れ

る
情
報
に
惑

わ
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
自

分
の
「
も
の

さ
し
」
に
し
っ
か
り
と
照
ら
し

合
わ
せ
、
自
分
の
意
思
で
決
定

し
そ
の
責
任
を
負
う
。
当
た
り

前
の
こ
と
な
が
ら
、
人
間
と
し

て
の
大
切
な
教
訓
を
改
め
て
確

認
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
唐
住
利

明
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
近
に
な
っ
て
、
自
分
の
母
校

で
あ
る
橘
小
学
校
の
校
歌
を
目
に

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
何
げ

な
く
そ
の
歌
詞
の
意
味
を
、
終
戦

後
10
数
年
と
い
う
当
時
の
社
会
環

境
と
重
ね
な
が
ら
思
い
起
こ
す
と
、

と
て
も
感
慨

深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

「
一　

橘
湾

に
す
み
わ
た

る　

水
を
心

の
鏡
と
し　

誠
を
か
じ
と

た
の
み
つ
つ　

学
び
の
海
に
進
み
な
ん　

二　

大
谷
山
の
と
こ
し
え
に　

高

き
を
お
の
が
心
と
し　

行
う
べ
き

を
行
い
て　

よ
き
日
の
本
の
民
た

ら
ん
」

　

短
い
歌
詞
の
中
に
学
問
の
重
要

性
や
人
生
に
お
け
る
行
動
規
範

等
々
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
重

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
地
域
の
環
境

津乃峰町
丸山 満秋さん

毎年 6月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」です
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「阿南健康づくりセンター」と「阿南医療
センター」の利用者の増加を見込み、渋滞
の緩和と利便性の向上を目的に整備を進め
ていた「市道荒井幹線」が完成しました。
本市道は県道大林津乃峰線（旧国道55号
線）から両センターへ続く、延長約112メ
ートルのアクセス道路。事業費は、総額で
約１億４千万円です。開通式が４月８日に
現地で行われ、関係者約50人が参加。宝
田小学校児童が通り初めを行うなど工事の
完成を祝いました。

命の道が完成
「市道荒井幹線」開通

公演中に地震が起きた場合を想定した「避難訓練コンサー
ト」が、４月21日に文化会館夢ホールで行なわれ、観客な
ど約400人が参加しました（阿南市、ＮＰＯ法人夢ホール
市民協議会夢つくりあなん主催）。徳島県警察音楽隊の公
演中に地震を告げるアナウンスが流され、出演者や観客は
身を守る姿勢に。その後、スタッフの誘導で同館外まで避
難しました。避難後には、阿南防災士の会副会長の青木正
繁さんが、災害時の行動について解説しました。

公演中の被災を想定
避難訓練コンサート実施

阿南市出身の洋画家清原重以知（1888 ～1971年）の画業
を紹介する作品展が、４月21日から徳島県立近代美術館
で開催されています。清原は、大正から昭和の時代にかけ
て日本的な洋画を多数残しました。東洋の精神世界を思わ
せる静ひつな作品は、日本洋画の到達点の一つといわれて
います。生誕130周年を機に開催されている特別展示では、
同館が所蔵する作品31点や関連資料を展示しています。
開催は６月17日まで。

阿南が誇る先覚者
　清原重以知作品展が開催中

北の脇海水浴場に整備する「阿南市B＆G海洋センター
複合型施設」に対し、B＆G財団より３千万円の助成が
決定しました。本施設は、カヌーやヨットなど海洋性レ
クリエーション設備のほか、海水浴シーズンには監視所
としての救護機能、また地域の集会所として利用できる
研修室を備える、多目的施設です。４月11日、B＆G財
団理事長の菅原悟志さんから岩浅市長に修繕助成決定書
が授与されました。

B＆G財団から助成が決定
海洋センター複合型施設整備へ
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科学工作や実験を楽しむ「こども科学フェステ
ィバル」が５月３日から５日、科学センターで
開催され、親子連れなど約740人が参加しまし
た。発砲スチロールやかさ袋など身近な材料で
凧やロケットを作る工作では、より良く飛ぶよ
うに工夫したり、凧にかわいい顔を付けたりと
思い思いに工作しました。友だちと参加した川
原　萌さん（９歳・那賀川町）は、「さまざま
な工作があって、作ったもので実験するのが面
白かった」と満足したようすでした。

市内外からも子どもが集う
こども科学フェスティバルを開催

中学生春の全国大会バスケットボール男子で徳
島県選抜が四国勢初の３位入賞を果たしました。
県選抜は、予選リーグ２連勝で決勝トーナメン
トへ。１回戦で愛媛に、準々決勝で新潟に勝ち
ましたが、準決勝で惜しくも岡山に敗れました。
県選抜には、阿南中学校からコーチに田中香介
さん（教諭・写真右から１番目）、選手に浜田
明希さん（３年・同２番目）、森田那知さん（３
年・同３番目）、米崎陽海さん（２年・同４番目）
が選出、活躍されました。

四国勢初！県選抜３位入賞
バスケットボール中学生全国大会

阿南市から高知県室戸市にかけて海岸線108キロメートル
を駆ける「室戸阿南海岸国定公園ウルトラマラソン」が４
月29日に初開催されました（ＮＰＯ法人阿南未来創造社
主催）。佐喜浜中学校グラウンド（室戸市）を出発した15
人の選手は、沿道で住民からの声援やボランティアの応援
を受け、全員完走しました。トップでかもだ岬温泉保養施
設にゴールした石川佳彦さん（30歳）は「美しい景観の中、
気持ちよく走れました」と話していました。

 阿南室戸108キロ走破
　　ウルトラマラソン初開催

市制施行60周年を記念して、モンゴル
文化交流団が4月14日から16日まで本市
を訪問し、モンゴル歌舞団の公演や大野
小学校で特別授業を行うなど文化交流を
行いました。14日にコスモホールで開
催された歌舞団の公演では、約600人の
観客が、オルティンドー（長い歌）やホー
ミー（のど歌）などモンゴルの伝統的な音
楽を堪能しました。（写真上左：モンゴル
文化交流団が市役所を訪問、上右：歌舞
団団長のソソルバラムさん、下左：授業を
行う「知恵の博物館」館長のトメンウル
ジーさん、下右：歌舞団公演のようす）

交流の輪に花が咲く
モンゴル文化交流団が訪問
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セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

土
、
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
20

分
～
の
２
回
実
施
。
実
施
時
間
は
約
30
分
で
す
。

６
月
の
テ
ー
マ

２
日
㈯　

空
気
の
力
で
遊
ぼ
う

３
日
㈰　

磁
石
の
不
思
議

９
日
㈯　

目
の
ふ
し
ぎ

10
日
㈰　

ア
ル
コ
ー
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
そ
う

16
日
㈯　

光
の
不
思
議

17
日
㈰　

磁
石
で
う
ず
電
流
の
実
験
を
し
よ
う

23
日
㈯　

磁
石
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う

24
日
㈰　

ふ
り
こ
マ
ジ
ッ
ク

30
日
㈯　

い
ろ
ん
な
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
無
料
）

　

毎
週
土
、
日
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、
３

時
～
の
２
回
実
施
。
投
映
時
間
は
約
30
分
で
す
。

６
月
の
テ
ー
マ　

「
今
夜
の
星
空
と
火
星
大
接
近
の
お
話
」

本市は、平成29年10月１日に「阿南市中小企業振興基本条例」
を制定しました。具体的な取組として、子どもの勤労観などの
醸成に繋がる事業として、次代を担う子どもたちが社会人、職
業人として自立することができるよう職業意識の向上を図るた
め、中小企業者と連携を図りながら「子どもの仕事（匠）体験
ツアー」を実施します。
参加対象者　阿南市内の小学生（高学年）および中学生   
実施時期　７・８月（夏休み）　　参加人数　20人程度　　
時間　１日（６時間程度）
内容　市内の中小企業等を訪問し、業務説明や工場見学、作業

体験した後、意見交換等を実施する。
※申込方法等くわしくは、市ホームページをご覧ください。
問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

秋の那賀川流域を駆け
る自転車イベント「那
賀川流域センチュリー
ラン」の参加者を募集
します。

日時　９月30日㈰　８時40分～スタート予定　※小雨決行
種目　 ▼A コース（130km）　

那賀川河川敷第３緑地→那賀川北岸→道の駅鷲の里→阿南鷲
敷日和佐線→徳島県企業局川口ダム管理所→那賀町木沢支所
→四季美谷温泉（折り返し）

▼ B コース（46km）　
那賀川河川敷第３緑地→那賀川北岸→道の駅鷲の里→阿南鷲
敷日和佐線→徳島森林づくり推進機構（折り返し）

参加資格　下記規定時間内に完走できる走力のある方
　　　　　Ａコース…７時間　B コース…３時間
定員　500人
参加料　Aコース…6,000円（中学・高校生…5,000円）
　　　　Bコース…5,000円（中学・高校生…4,000円）
申込方法　Web サイト「スポーツエントリー」にて申し込みを受

け付けます。
https://www .sportsentry.ne.jp/event/t/75054
コースの案内など、大会の情報も掲載しています。

申込期間　６月４日㈪～８月17日㈮
問い合わせは　那賀川流域センチュリーラン大会事務局（スポーツ

振興課内☎22−3394・FAX22−4785）へ
e-mail:taiiku@i-tokushima.anan.jp

夏祭り、お盆に浴衣を！
日時　６月20日㈬～毎週水曜日（全４回）19:00～21:00
場所　勤労青少年ホーム　　定員　男女20人　
対象　市内に居住または職場を有する35歳までの勤労青少年

（学生を除く）
受講料　無料
※当ホーム未登録者は、利用者協議会費1,000円（年会費）が必要
講師　杉野寿子さん
持参物　浴衣、帯、腰ひもほか（くわしくは、受付時に説明）
申込締切日　６月14日㈭
申込み・問い合わせは　勤労青少年ホーム（☎42−4572）へ

（受付時間は平日13:00～20:00）

次のとおり、婚活イベントを開催します。多数ご参加ください。
開催日　7月15日㈰　10:00～13:00（受付9:30～）
場所　屋内多目的施設（あななんアリーナ）
対象　独身男女各20人（以上）
参加費　男女共1,000円（お弁当、お茶付）
持参物　体育館シューズ
申込方法　郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、
携帯電話番号を記入の上、メールでお申し込みください。
※くわしくは、阿南de愛隊ホームページをご覧ください。
主催　阿南de愛隊、阿南市社会福祉協議会結婚支援連絡協議会
問い合わせは　阿南市社会福祉協議会結婚支援連絡協議会

（☎23−7288）へ　e-mail:ananshi-shakyo@palette.plala.or.jp

市制施行60周年記念事業
子どもの仕事（匠）体験ツアー

市制施行60周年記念事業
第29回那賀川流域センチュリーラン参加者募集

勤労青少年ホーム
浴衣着付　短期講座受講者募集

日時　６月８日㈮　14:20～15:20
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
演題　「しわしわいかんで…」

～かしこい消費者になるために～
（講演および「サーティグラスボーイズ」のコンサート）

講師　那賀町教育委員会健全育成センター副所長
　　　（元加茂谷中学校校長）　生杉孝晴さん
問い合わせは　市民生活課（☎22−1116）へ

消費者啓発講演会

第29回 lumiere ANAN
夏の運動会「あなたと一緒にゴールめざして♡」
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夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
要
予
約
）

　

四
国
最
大
の
天
体
望
遠
鏡
で
宇
宙
の
神
秘
を

の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
時
～
、
８
時
～
、

９
時
～
の
３
回
実
施
。
各
回
約
50
分
で
す
。

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

６
月
の
お
す
す
め

木
星
…
午
後
８
時
、
９
時
の
回

土
星
…
午
後
９
時
の
回

宇
宙
の
日
記
念
　

全
国
小
中
学
生
作
文
絵
画

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

作
品
の
テ
ー
マ
「
太
陽
系
探
査
隊
」

　

作
文
・
絵
画
と
も
、
右
記
の
テ
ー
マ
で
作
品

を
募
集
し
ま
す
。
作
文
は
自
筆
、
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
２
～
５
枚
。
絵
画
は
画
材
自
由
で

Ａ
２
サ
イ
ズ
以
下
の
用
紙
を
使
用
。

応
募
方
法　
科
学
セ
ン
タ
ー
で
応
募
用
紙
を
配

布
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
日　
７
月
31
日
㈫
（
必
着
）

入魂の演奏と、楽しいお話。
子どもから大人までとびきり
楽しい及川浩治の世界をご堪
能ください。
日時　７月19日㈭　19:00開演
　　　（18:30開場）
場所　夢ホール（文化会館）
演奏曲目　月光（ベートーヴェン）、
ノクターン「遺作」（ショパン）ほか
入場料　【全席指定】一般1,500円、高校生以下1,000円
　　　　（当日500円増し）
※未就学児の入場はご遠慮ください。託児（10カ月

～８歳）をご希望の方は、１週間前までにお問い合
わせください。

チケット販売場所　文化会館、情報文化センター、平
惣（阿南センター店・羽ノ浦国道店・小松島店・徳島
店）、徳島新聞各販売店（取次ぎ）
※本コンサートは（公財）三井住友海上文化財団の助

成により開催します。
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

　	市制施行60周年記念事業
■	及川浩治ピアノ・リサイタル
　	トーク＆コンサート「名曲の花束」
　	チケット発売中

陽射しあふれるホワイエ。
土曜の午後のひと時を、
音楽とお茶でおくつろぎ
ください。
日時　７月7日㈯　
　　　14:00開演
場所　文化会館　
　　　ホワイエ（ロビー）
出演　秋山綾音、齋藤綾香
入場料　一般　500円（ワンドリンクつき）
　　　 ※電話予約可
問い合わせは　
文化会館「ホワイエコンサート」係（☎23－5599）へ

■	夢ホール　ホワイエコンサート
　	マリンバデュオ

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

６
月
の
休
館
日　

４
日
㈪
、
11
日
㈪
、
18
日
㈪
、
25
日
㈪

■展示コーナー　10:00～20:00
○フラワーアレンジメント作品展　～３日㈰まで
　最終日（３日）は10:00～15:00　
○Ｋamannsa    パステル×書作品展　５日㈫～17日㈰
　初日（５日）は12:00～
　最終日（17日）は10:00～15:00
○～心を育む～ウォルドルフ人形展　19日㈫～７月１日㈰
　初日（19日）は12:00～
　最終日（７月１日）は10:00～15:00
■体験コーナー

○ウォルドルフの手仕事～星の子作り～
　23日㈯　①10:00～12:00　②13:00～15:00
【申込締切日】22日㈮　　【参加費】1,600円
【定員】６人　　【持参物】裁縫道具
○ウォルドルフの手仕事～ぽんぽん鳥つーくろっ！～
　30日㈯　①10:00～12:00　　②13:00～15:00
【申込締切日】29日㈮　　【参加費】500円
【定員】９人　　【持参物】なし

光 ６月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！
問い合わせは　光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

４月定例会（４月20日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

●教育長報告
①平成30年度　スタートに当たって
　⑴本年度の重点目標　　⑵新組織一覧
②園・学校訪問について

●阿南市教育功労者の選出および表彰式について（教育総務課）
●阿南市社会教育指導員の委嘱について　（生涯学習課）
●子ども体験活動支援センターコーディネーターの委嘱に

ついて（生涯学習課）
●阿南市立公民館長の任命について（生涯学習課）
●阿南市立公民館分館長の委嘱について（生涯学習課）
●阿南市教育集会所長の委嘱について（人権教育課）
●阿南市体育功労者・優秀者表彰式について（スポーツ振興課）
●阿南市スポーツ推進委員の委嘱について（スポーツ振興課）
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ
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選

短
　
歌

佳
作　
　
　
　
　
　

 

矢
野　

道
子

鵲か
さ
さ
ぎの
翼
拡
げ
る
仕し

種ぐ
さ

し
て
幼
な
に
話
す
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枝
川　

照
子

更
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け
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更
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廃
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止
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き
ら
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市
民
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毎
日
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自
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時
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ら
な
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田
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鶴
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を
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敏
子
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吟
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の
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※
睍
睆
…
よ
い
声
で
啼
く
こ
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※
平
島
公
方
…
足
利
将
軍
家
の
一
族
で
、
義
冬
（
初
代
）
か
ら
義

根
（
９
代
）
ま
で
が
平
島
荘
に
居
住
し
た
。

※
墓
所
…
那
賀
川
町
赤
池
・
西
光
寺　

※
那
水
…
那
賀
川
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移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  7日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
13日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
14日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

15日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

21日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
22日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

28日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

６月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎ボランティアピアノ演奏
（６月16日㈯から開始）〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　９日㈯　8：30～10：00
　※雨天の場合は17日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～14:30

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１～第４木曜日）　10:30～11:00

阿南市立図書館だより

Let’s e
njoy

使ってみたいけど、よくわからない…　そんな方へ

電子図書館の利用方法 お教えします
電子図書館を体験してみませんか？貸出・閲覧方法をお教
えします。
　日時　６月３日㈰　①10:30～11:30　②14:00～15:00
　場所　那賀川図書館　視聴覚室
※タブレットを４台用意しますが、お手持ちの端末（タブレッ

ト、ノートパソコン、スマートフォン等）があればご持参く
ださい。ただし電源はありません。

６月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ◆ ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…ボランティアピアノ演奏 　◆…阿波公方の苑美化作業

阿南教科書センター「平成31年度使用教科書展示会」
日時　６月15日㈮～28日㈭
場所　那賀川図書館　エントランスホール

日時　６月30日㈯　14:00～15:00（受付13:30～）
場所　情報文化センター３階　視聴覚室
プログラム　「ふしぎなカサやさん」
　　　　　　「パパ、お月さまとって！」ほか

羽ノ浦図書館　七夕おはなし会 入場無料

申込不要

事前申込不要としょかんライフ
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健康いきいき情報

かもだ岬温泉保養施設

問 かもだ岬温泉保養施設
（☎21－3030）へ

【６月の休館日】
4日㈪、11日㈪、18日㈪、25日㈪
※26日㈫は風呂（ふろ）の日です。
  一般入浴料半額

阿波踊り体操教室
日時　６月８日㈮　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル

保健センターからのお知らせ

問 保健センター（☎22－1590）へ

いきいき健
けん

口
こう

フェア
日時　６月10日㈰　10:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　 ▼図画・ポスター・標語の優秀作品

の展示・表彰式 ▼記念品（歯ブラシ
先着300人）

幼児から小・中学生対象

▼歯科健診 ▼人形ペインティング ▼歯の
クリーニング体験 ▼くじ引き ▼保育士ヒ
ーローブレイクショー

全体対象

▼お口の健康相談 ▼ブラッシング指導 ▼

フッ素でむし歯予防 ▼歯ブラシソムリエ
成人対象

▼健口チェック（唾液・口臭・細菌・血
糖値） ▼口腔がん検診（徳島大学口腔外
科専門医による検診　先着40人）

主催　阿南市那賀郡歯科医師会
協力　徳島大学歯学部、徳島県歯科衛生士

会、四国歯科衛生士学院専門学校

あなたとあなたの家族をがんから守るために、
７月からお得ながん検診を受けましょう。

阿南市のがん検診受診率は国と比較し、低い状況です。昨年度は、胃がん４人、乳がん10人、大腸がん３人、前立腺がん10人の方にがん
が発見されました。がんは、初期の状態では症状がありません。
今年も７月からがん検診が始まります。６月下旬に対象者の方へがん検診等受診券（赤色のはがき）を送付します。がん検診等受診券では、
あなたが受けられる検診等がわかります。検診場所や料金等の詳細は、来月の広報あなん７月号でご確認ください。

ダニによる感染症に注意
ダニにかまれると感染症にかかることがあ
るといわれています。農作業やレジャー等、
野外で活動する際には、長袖、長ズボンの
着用により肌の露出を少なくし、サンダル
は避け、防虫剤を使用するなど十分注意し
てください。
ダニにかまれたら、できるだけ病院で取り
除いてもらいましょう。野外で活動した数
日後に疑わしい症状（発疹、発熱、下痢等）
が現れた場合は速やかに病院を受診してく
ださい。 まむしにご注意 !!

まむしが活動し始める季節です。山などに
出かけるときは、充分注意しましょう。咬
まれたときは一刻も早く医師の診断を受け
てください。
まむし血清配置場所
（５月〜10月まで配置）

配　置　先 所在地 電話番号
馬原医院 新 野 町 36－3339
原田病院 富 岡 町 22－0990
加茂谷診療所 加 茂 町 25－0200
阿南中央病院 宝 田 町 22－1313
阿南共栄病院 羽ノ浦町 44－3131

介護予防体操教室
①日時　６月 5日㈫　14:15 ～ 15:15
　場所　宝田公民館
　講師　作業療法士　壷内慎也さん
　持参物　水分補給用飲み物、上靴

②日時　６月11日㈪　10:00～11:00
　場所　富岡公民館
　講師　株本泰輔さん
　持参物　水分補給用飲み物

③日時　６月18日㈪　10:00～11:00
　場所　中野島公民館
　講師　株本泰輔さん
　持参物　水分補給用飲み物

※対象者はおおむね65歳以上の方
※入場無料、申込不要
問 介護・ながいき課（☎22－1793）へ

阿南市のがん検診受診率は低い？ 昨年度がん検診でがんが発見された方

お得な婦人がん検診
■無料子宮頸がん・乳がん検診　
検診対象者全ての方の費用が無料です。阿南市独自の取り組みで
す。受診の際はがん検診等受診券と健康保険等被保険者証をご持
参ください。

無料
■無料ＨＰＶ検査（子宮頸がん原因
　ウイルスに感染しているかの検査）
30歳・35歳・40歳限定（平成29年４月２日～平成30年４月１
日の間に達した女性）の方に無料でHPV検査を実施します。
対象者には、６月下旬頃にＨＰＶ検査無料受診券（緑色のはが
き）を送付します。

無料
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７月から保健センターが移転します
７月２日㈪から、保健センターが移転します。
くわしくは広報あなん７月号でお知らせします。
移転先　阿南健康づくりセンタ―（宝田町荒井６番地１）

↑至徳島市

↓至美波町

新設市道荒井幹線
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道
荒
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６月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で施
設を開放して育児支援を行っています。

  6日㈬　双ごっこ
  7日㈭　家族へのプレゼント作り
13日㈬　園庭開放
14日㈭　助産師による育児相談
　　　    ハンドマッサージ
21日㈭　おはなしのポケット
　　　    身体計測
28日㈭　お誕生会
※毎週火、木曜日は園庭開放をしています。
　（11:00～11:45）

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

  5日㈫　カレーパーティー
※要予約（親子15組、先着順）
参加費（大人100円、こども50円）

12日㈫　みんなでおどって遊ぼう
14日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読み

聞かせ
19日㈫　おはなしだいすき
21日㈭　子育て講座
26日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

  5日㈫　３Ｂ体操
12日㈫　おはなしのポケット
19日㈫　仁木助産師による子育て講座
26日㈫　お誕生会
※毎日、砂場開放をしています。
※行事は10:30～始まります。

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

  5日㈫　身体計測および発育相談
　　　   （10:00～11:00）
　　　    ※母子手帳をご持参ください。
15日㈮　プラバンをしよう
22日㈮　パネルシアターを見よう
26日㈫　お誕生会
◇うたって遊ぼう
１日㈮､ ８日㈮､ 12日㈫､ 19日㈫､
29日㈮
※14日㈭は岩脇こどもセンター園内行事
のためお休みです。

みんなのひろば ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

小学校では今年度から「特別の教科 道
徳」がスタートしました。中学校では平
成31年度からスタートします。でも、「特
別の教科 道徳」には、どうして「特別」
と付いているのでしょうか。
それは、「教科」とは異なるところがあ
るからです。「教科」では、専門免許が
必要ですが、「特別の教科 道徳」では、
専門免許は設けず、原則として学級担任
が指導します。
各学校においては、児童生徒や学校の実
態、学校の特色などを考慮し、重点的指導
を工夫していきます。重点的指導とは、学
習指導要領に示されている各学年段階で
重点化されている内容項目や、学校とし
て重点的に指導したい内容項目をその中
から選び、教育活動全体を通じた道徳教
育において具体的な指導を行うことです。
例えば、目標に向かって粘り強く努力す
ること、希望と勇気をもつこと、努力と
強い意志をもつこと、自他の思いを大切
にすること、相互理解、寛容などです。
激動する社会の中で、子どもたちの学び
も少しずつ変わっていきます。家庭でも
一緒に考え、議論してみることもいいか
もしれませんね。 学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
− 「特別の教科 道徳」 −

（※＝要予約）

  1日㈮　高齢者とのふれあい会※
  4日㈪　父の日のプレゼント作り
  5日㈫　シャボン玉あそび
  7日㈭～14日㈭　フリーマーケット
11日㈪　発育計測・助産師さんによる健康

相談
14日㈭　歯のおはなし
18日㈪　発育計測
20日㈬　ミュージックケアー（幼児）※
22日㈮　おはなしコロリン　
25日㈪　七夕かざり製作
26日㈫　ミュージックケアー（乳児）※
27日㈬　お誕生会※
※行事によっては有料・申込み制となります
ので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば
平日9:00～16:00

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　13日㈬　桑野公民館
　　　20日㈬　加茂谷公民館
　　　27日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
１日㈮、５日㈫、８日㈮、15日㈮、
19日㈫、 26日㈫ 

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・
すくすくin阿南

●子育て相談会〜歯のお話〜
小児矯正・口腔ケアなど専門的なアドバイ
スや予防についてのお話をしてくれます。
お子さま用の歯ブラシもプレゼント‼
日時　６月14日㈭　13:30～15:00
場所　ひまわり会館３階　和室ゆとりの間
参加費　無料
申込締切日　６月８日㈮
※要申込み
●七夕交流会
阿南シンフォニックバンド七夕コンサート
や「はらぺこあおむし」の劇をします。大
好評の笹飾りを持ち帰り用として準備して
います。劇のお手伝いをしてくれる4歳以
上のお友達を大募集‼お子さまにはお土産
もあるよ。
日時　６月30日㈯　10:00～12:00
場所　ひまわり会館１階
参加費　無料
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・
サポート・センター

●おはなしひろば
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過ごしい
ただけます。ぜひ親子で気軽にお越しくだ
さい。
日時　６月16日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　絵本の読み聞かせのほか、手作りお

やつの提供もあります。
問 岩城クリニック病児病後児保育専用
　 坂東（☎080－1998－7476）へ

病児病後児
保育だより

児童手当の現況届は、毎年６月１日現在に
おける養育状況等を把握し、引き続き児童
手当を受けられるかどうかを確認するため
のものです。該当者には、あらかじめ市か
ら関係書類を送付しますので、現在、児童
手当を受給されている方は、お早めに現況
届を提出してください。
なお、現況届の提出がない場合は、６月分
以降の児童手当を受給することができませ
んので、ご注意ください。
提出期限　６月29日㈮  
提出先　こども相談室または各支所、各住

民センター
問 こども相談室（☎22－1677）へ

児童手当現況届は
６月29日㈮までに

て ひ ろば育子
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

“得する街のゼミナール”
第10回記念「阿南まちゼミ」
参加店舗募集！
平成25年から始めた“まち
ゼミ ” は、今年で10回目
を迎えます。地域の皆さまに喜んでいただ
き、既に70店舗以上の店舗が参加され、
店主同士の横のつながりや、経営改善・従
業員育成にもつながっています。
新しい店主の仲間との出会いの場として、
また自店の経営の幅を広げるためにも参加
してみませんか。
開催予定　８月～９月
参加店説明会
日時　６月11日㈪  １部  14:00～15:00
　　　　　　　 　  ２部  19:00～20:00
場所　阿南商工会議所
申込方法　下記までお申し込みください。

問 阿南商工会議所　まちゼミ担当
　 （☎22－2301）へ

参加者募集 !!
もっと！「まなぼうさい教室」開催
避難訓練は経験あるけれど…
やってみよう！避難所設営
チャレンジ！非常用トイレづくり
日時　６月10日㈰　13:30～
場所　長生小学校体育館
問 スポーツクラブはーぷな長生　秋本
　 （☎090－3460－3409）へ

東部高齢者お世話センターから
認知症カフェのご案内
■キムラの交流広場
　～支え合いの輪を広げよう～
日時　６月14日㈭　13:30～15:00
場所　ライフサポートキムラ
　　　（横見町高川原29番地１） 
内容　認知症サポーター養成講座
参加費　無料
申込方法　６月12日㈫までに下記にお申し

込みください。
問 ライフサポートキムラ（☎23－5031）へ

阿南法人会主催
「夏井いつきさん」
講演会
公益社団法人阿南法人会で
は、第６回通常総会を記念して、TBS「プ
レバト !!」に出演中の俳人、夏井いつきさ
んによる講演会を開催します。
日時　６月６日㈬　15:00～16:30
場所　ホテル石松（富岡町）
演題　「100年俳句計画」
定員　100人　　入場料　無料
申込方法　６月１日㈮までに電話でお申し

込みください。
問 公益社団法人阿南法人会
　 （☎23－1055）へ※平日9:00～17:00

保育士による
ベビーマッサージ＆
スキンケア教室
●べビ—スキンケア教室
紫外線から赤ちゃんを守ろう！ UVクリーム
の正しい選び方を知ろう♪
日時　６月６日㈬　10:00～11:00
内容　０歳からのUVケア
対象　０歳～の親子
●ベビーマッサージ教室
免疫力を高めて丈夫な体作りをめざしまし
ょう♪
日時　６月15日㈮　10:00～11:00
内容　免疫力UPすくすくべビマ
対象　生後２カ月～１歳頃までの親子

〈共通事項〉
場所　那賀川社会福祉会館２階　和室
参加費　１回　1,500円
持参物　バスタオル１枚
※要予約
問 ベビーマッサージ＆スキンケア教室
　 PLUS BABY　玉置
　 （☎090－2895－0224）へ

阿南の夏まつり
ごみゼロ大作戦
ボランティア募集
阿南の夏まつり「第９回ごみゼロ大作戦」を、
今年も３日間開催します。毎年多くのボラ
ンティアの皆さまのご協力で、今年９回目
を迎えます。ついては、「ごみステーション」
のボランティアを下記の通り募集しますので、
ご賛同いただける方、または団体の責任者
の方は、下記までお申し込みください。
日時　７月20日㈮、21日㈯、22日㈰
　　　１部　18:30～20:30
　　　２部　20:30～22:00
場所　富岡商店街周辺
申込締切日　７月３日㈫
問 阿南商工会議所女性会事務局　野村
　 （☎22－2301）へ
 　e-mail:anancci@anancci.or.jp

遺言・相続・成年後見制度相談会
日時　６月23日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とは何か、相続の手続き、成年後見
制度などに関する無料相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）　
※土、日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

行政書士による無料相談会
許認可手続きについて知りたい方は、ぜひ
ご相談ください。
日時　６月16日㈯　9:30～12:00
場所　ひまわり会館
相談内容　農地転用、建設業許可、開発許

可などの許認可手続き、相続な
ど

問 徳島県行政書士会　徳島南部支部
　 （☎26－1157）へ

大野パッチワークキルト展
日時　６月23日㈯、24日㈰　9:00～ 17:00
場所　下大野町東部分館
　　　（下大野町八幡神社前）
内容　パッチワーク作品展示（タペストリ

ー＆バック等小物）
※ミニ講習会、キットもあります。

問 清原（☎090－8697－0077）へ

杜のホスピタルコンサート
場所　杜のホスピタルＯＴホール
※入場無料
●リコーダーコンソート
日時　６月６日㈬　14:00～
出演　阿部祥恵、上野裕子、庄野孝子、

庄野龍夫、中津清子、森野正治、
山根秀憲

●藍・三味線ミニコンサート
日時　６月16日㈯　14:00～
出演　藍（三味線）
問 杜のホスピタル　リハビリテーション課
　 （☎22－0218）へ

南部テクノスクール受講生募集
訓練科　事務科
内容　簿記会計の基礎、日商簿記試験対策、

ワード、エクセル、パワーポイント
等

定員　15人（母子家庭の母等1人を含む）
対象　離転職者等で、公共職業安定所長か

ら受講あっせんを受けた人
訓練期間　８月23日㈭～11月22日㈭
　　　　　※日曜、祝日は休校
訓練時間　9:00～15:50
訓練場所　四国進学会　阿南校
受講料　無料　
※テキスト代は自己負担
申込期間　６月27日㈬～７月25日㈬
申込先　居住地を所管する公共職業安定所

へ
問 公共職業安定所または南部テクノスク
ール（☎26－0250）へ
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。８月号の締め切りは６月29日㈮です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

那賀川で
おもいっきり楽しんじゃおう！ 
NAKAGAWA-FAM!祭りVol.8
日時　６月10日㈰　10:00～16:00
場所　那賀川社会福祉会館
内容　那賀川福祉会館をまるごと貸し切っ

ておもっしょいことやっちゃいます！
那賀川町ゆかりの飲食店による飲食
ブース、県内各地で活躍中のハンド
メイド作家による 販売＆ワークシ
ョップブースに加え、今が旬の野菜
が盛りだくさんのファーマーズマー
ケット、アトリエミズイロによる「オ
リジナル傘を作ろう！」など楽しい
イベントがいっぱい！ちびっこから
おじいちゃんおばあちゃんまでみん
なで遊びに来てね！

問 NAKAGAWA-FAM!春野
　 （☎090－4339－6702）へ

阿南歩こう会
ウオーキング参加者募集
●あじさいロード、季節のみちウオーク 
開催日　６月16日㈯　※少雨決行
日程　9:00牟岐駅集合（休憩）～正観寺（休

憩）～内妻コミセン～あじさいロー
ド～内妻海岸（休憩）～草畦大師～
14:30頃牟岐駅解散（約10㎞）

参加費　300円（会員200円）
持参物　弁当、飲み物、雨具、健康保険証

など
●東部自然公園ウオーク
開催日　６月30日㈯　※少雨決行
日程　9:30夢ホール集合～王子山古墳群

～東部自然公園～落雷神社～学原町
～13:00頃夢ホール解散（約７㎞）

参加費　100円
持参物　飲み物、雨具、健康保険証など

〈共通事項〉
注意点　脱ぎ着の可能な服装、履きなれた

靴でご参加ください。傷害保険に
は加入していますが、保険適用外
の事故等の責任は負いません。

※小学生以下の方は無料

問 阿南歩こう会事務局　新川
　（☎22－3188）へ

放送大学入学生募集
放送大学は、2018年10月入学生を募集し
ています。10代から90代の幅広い世代、
約９万人の学生が、大学を卒業したい、学
びを楽しみたいなど、さまざまな目的で学
んでいます。心理学、福祉、経済、歴史、
文学、情報、自然科学など、約300の幅広
い授業科目があり、１科目から学ぶことが
できます。
出願期間　９月20日㈭まで

問 放送大学徳島学習センター
　 （☎088－602－0151）へ

親子で楽しむ♪ミュージック・ケア
親子で体を動かして、気軽に音楽の楽しさ
を実感してみよう♪参加者のお友だちとや
りとりしたり、楽器を使ったりして一体感
や達成感を感じることができますよ。
日時　6月24日㈰　①11:00～②14:00～
場所　Waンダーホール　
対象　幼児とその保護者
定員　各25組（先着順）
申込方法　電話でお申し込みください。
問 J パワー＆よんでんWaンダーランド
 　（☎34－3251）へ

阿南高専公開講座受講者募集
●作って体験！エネルギーを生み出す先端

材料①②
日時　７月21日㈯　
　　　①9:00～12:00　②13:00～16:00
場所　阿南高専創造テクノセンター2階　

セミナー室
対象　中学生（本講座未受講者に限る。保

護者参観可）
定員　①②各８人
申込期間　６月11日㈪～29日㈮
●鋳造（ちゅうぞう）技術でキラキラ石鹸作り
日時　７月22日㈰　9:00～12:00
場所　阿南高専機械棟１階　分析化学実験室
対象　小学１～４年生
定員　10人
申込期間　６月11日㈪～22日㈮
●電子工学セミナー
　〜はじめてのスピーカー・アンプ作り〜
日時　８月４日㈯　13:00～16:30
場所　阿南高専電気棟１階　電気機器Lab.
対象　中学生（保護者参観可）
定員　10人
申込期間　６月25日㈪～７月６日㈮
●ザリガニロボットを作って遊ぼう
日時　８月５日㈰　9:00～12:30
場所　阿南高専２階　物理実験室
対象　小学４～６年生（保護者同伴）
定員　10人
申込期間　６月25日㈪～７月６日㈮

〈共通事項〉
申込方法　申込期間になりましたら、往復

はがきでお申し込みください。
（メール、ファクスでは受け付
けません）

受講料　無料（傷害保険料必要）
問 〒774-0017　見能林町青木265番地
阿南工業高等専門学校　総務課企画
情報係（☎23－7215）へ

※土、日曜日を除く8:30～17:00

ポリテクセンター徳島
公共職業訓練　受講生募集
募集訓練科
▶CAD機械科（６カ月）
▶住環境計画科（６カ月）
訓練期間　８月１日㈬～
　　　　　平成31年１月31日㈭
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　６月１日㈮～７月２日㈪

問 ポリテクセンター徳島　
　（☎088－654－5102）へ
※平日9:00～17:00

平成30年度
国家公務員採用試験 （６月受付分）

高卒程度試験
▶一般職試験（高卒者試験）
▶一般職試験（社会人試験（係員級））
▶税務職員
受付期間　
インターネット　６月18日㈪～27日㈬
第１次試験日　９月２日㈰
※くわしくは、お問い合わせください。

問 人事院四国事務局第二課試験係
　 （☎087－880－7442）へ

阿南少年剣道教室
少年少女剣士募集
見学大歓迎! 体験入部できます。お気軽に
お問い合わせください。
対象　幼稚園年長から小学６年生まで。

学年、性別は問いません。
練習日程　毎週火、金曜日19:00～21:00
練習場所　武道館（大潟町）
費用　１カ月2,000円　
※入会金は2,000円
指導者　剣道連盟阿南支部の先生方
問 阿南少年剣道教室 館長　須藤 
　 （☎090－8975－2660）へ

ママと一緒に楽しい時間♪
子育てママの交流サロン
子育て中のママと赤ちゃん同士が仲良くな
れ、ホッとできるところです。
楽しく話をして情報交換をしよう♪当日お
越しくださった方には親子写真をプレゼン
トさせていただきます♪
日時　６月12日㈫　10:00～11:00
場所　ひまわり会館３階　ゆとりの間
対象　０～２歳のお子様とママ
受講料　無料　※要予約
問 子育てママの交流サロンの会
　 金光（☎24－8710）へ
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平成29年度
阿南市中山間地域等直接支払事業の実施状況

平成29年度中山間地域等直接支払交付金の交付状況を中山間地域等直接支払交付金実施要領第12の
規定により公表します。

２　個別協定
　⑴　協定数　１協定　　⑵　対象面積　10ａ　　⑶　交付金額　21千円
※面積は１ａ未満切り捨て、交付金額は千円未満切り捨ててあります。

◇中山間地域等直接支払事業とは、耕作放棄地の増加等により多面的機能の低下が特に懸念されている中
山間地域において、多面的機能の維持・増進を一層図るため、自律的かつ継続的な農業生産活動等の体
制整備に向けた前向きな取組等を推進することを条件に、農地の生産条件、耕作面積に応じた額を受け
取ることができる制度です。

問い合わせは　農林水産課（☎22－1598）へ

１　集落協定
　⑴　協定数　30協定　　⑵　対象面積　13,541a　　⑶　交付金額　25,335千円

集落名 対象面積
（a）

交付金額
（千円）

主な共同取組活動の内容
（農業生産活動、生産性・収益の向上、担い手の定着等に関すること）

田 畑

急傾斜 小区画・
不整形 緩傾斜 急傾斜 緩傾斜

金 石 167 19 148 168 水路・農道等の管理
細 野 451 296 155 788 水路・農道等の管理
熊 谷 843 690 153 1,258 水路・農道等の管理
成 松 312 312 655 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
喜 来 657 657 1,380 水路・農道等の管理、サポート体制の維持、その他
中 喜 来 141 141 237 水路・農道等の管理、その他
元 信 1,428 1,286 62 80 3,060 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
貞 信 777 777 1,305 水路・農道等の管理

海 老 川 1,192 1,151 18 23 2,459 水路・農道等の管理、農作業の共同化、農業生産条件の強化、
鳥獣害対策

秋 山 135 92 20 23 238 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
友 常 223 223 374 水路・農道等の管理
清 貞 546 494 36 16 1,085 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
平 川 内 172 170 2 288 水路・農道等の管理
生 谷 254 254 427 水路・農道等の管理
広 重 292 216 75 1 516 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
谷 口 809 809 1,414 水路・農道等の管理

船頭ヶ谷 1,156 1,156 2,428 水路・農道等の管理、農作業の共同化、鳥獣害対策、非対象
農家との連携

八 原 毛 566 566 1,255 水路・農道等の管理、協定農用地の拡大、農作業の共同化、
新規就農者の確保、サポート体制の維持

香 214 214 360 水路・農道等の管理
平松・高瀬 180 180 378 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
働 々 814 775 39 1,668 水路・農道等の管理、農作業の共同化
尻 杭 333 248 85 471 水路・農道等の管理
横 尾 谷 145 145 306 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
長 谷 川 180 180 303 水路・農道等の管理
長谷川東 111 111 187 水路・農道等の管理
辺 川 648 545 103 1,011 水路・農道等の管理、鳥獣害対策
貝 谷 292 292 491 水路・農道等の管理
赤 崎 194 74 120 236 水路・農道等の管理
茶 畦 127 102 25 234 水路・農道等の管理
壱升ヶ森 162 162 341 水路・農道等の管理、サポート体制の維持
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高知県室戸市から阿南市へ―。県をまたいで海岸線108キロを駆け抜けた「室戸阿南海岸国定公園ウルトラマラソン」。人間には108つの
煩悩があるとされています。煩悩を捨てられるのならウルトラマラソンに挑戦しようかな。まずは日頃の運動からですね。（谷内）

「阿南市美術展」には、退職後に今までやりたかった絵画や書道などを楽しみ、追求している方々の作品が多くありました。家族や友人と
一緒に過ごす余暇も良いですが、何かを自分で創作するのもひとつの楽しみ、ひとりで楽しめる充実した時間となるようです。（久保）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

６月の相談

弁護士による法律相談（要予約） ７日㈭、21日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談委員による行政相談 12日㈫、26日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 22日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116
※予約不要。１人30分まで。先着４人限定。

空き家・空土地有効活用相談会 12日㈫
時 10:00～16:00　所 市役所１階　多目的スペース
問 徳島県宅地建物取引業協会阿南・海部支部　☎23−6362

または住宅・建築課　☎22−3431

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談 20日㈬
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ４日㈪、11日㈪、18日㈪、25日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）
日 ５・12・19・26日　時 13:00～17:00
日 ８・22日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月の相談日はありません。
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※７月の相談日は５日㈭です。

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
3日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313

10日 林 整 形 外 科 見能林町 ☎23−6060
17日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
24日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ
い。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ

い。当日変更する場合があります。
●小児救急医療体制

24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

６月の夜間・休日診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00～17：00

６月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明
書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付

（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・申告等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●市税の納付および分納等の納税相談

　税務課納税係（☎22−1792）へ

６日㈬、20日㈬　17:15～18:15

スポーツ施設６月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 4・11・18・25日
那賀川スポーツセンター 6・13・20・27日
羽ノ浦総合国民体育館 4・11・18・25日
羽ノ浦健康スポーツランド 4・11・18・25日
県南部健康運動公園 5・12・19・26日

特設人権相談 １日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人口と世帯数

人口 73,932人 （＋98）
（男）35,785人 （＋71）
（女）38,147人 （＋27）

世帯数30,867世帯（＋99）

※平成30年４月末日現在
　カッコ内は前月対比

６月の市税
■市　県　民　税（第１期、全期）
■国民健康保険税（第１期）
　納期限は、７月２日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  24日㈰  8:30～17:00（市役所税務課納税係）

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
東玄関からお越しください。
※課税内容についてのご相談は開庁時間内に対応しています。
問い合わせは　税務課納税係（☎22−1792）へ
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町
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平
等
寺
の
門
前
町
で
、
流
通
の
要

所
。
林
業
や
商
工
業
な
ど
で
栄
え
た
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だ
が
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地
域
衰
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町
に
押
し
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せ
、
人
口
は

最
も
多
か
っ
た
昭
和
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年
か
ら
半
減
し
た
。

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

阿南ぶらりまち紀行 〜地域の輝き〜 第142回

そ
ん
な
閉
塞
し
た
町
の
現
状
を
打
開
し
、
か

つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
。
そ
ん

な
思
い
が
会
員
の
心
に
あ
る
。

　

活
動
の
始
ま
り
は
、
平
成
25
年
に
さ
か
の

ぼ
る
。
新
野
公
民
館
で
町
の
歴
史
を
調
べ
て

い
た
一
ノ
宮
敬
治
さ
ん
が
「
皆
で
寄
り
合
っ

て
ワ
イ
ワ
イ
言
う
て
、
町
を
盛
り
上
げ
て
い

け
へ
ん
か
」
と
提
案
。
平
等
寺
、
桑
野
川
源

流
な
ど
町
の
歴
史
や
自
然
を
学
ぶ
こ
と
か
ら

始
め
た
。「
町
に
は
こ
ん
な
え
え
も
ん
が
あ

る
ん
か
」
と
気
付
い
た
。「
地
域
の
良
さ
を

見
つ
め
直
し
、
継
承
し
た
い
」。
地
道
な
活

動
に
徐
々
に
賛
同
者
が
増
え
た
。

　

つ
な
が
り
は
町
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

神
奈
川
県
横
浜
市
の
ト
ト
ロ
幼
稚
舎
園
児
と

交
流
を
続
け
て
い
る
ほ
か
、
今
年
の
夏
に
は

都
会
の
子
ど
も
を
招
く
。
そ
の
根
底
に
あ
る

の
は
、
昔
か
ら
住
民
に
根
付
い
て
い
る
「
お

も
て
な
し
の
心
」。
新
野
公
民
館
館
長
の
服

部
常
悦
さ
ん
は
「
活
動
す
る
こ
と
で
地
域
住

民
が
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
。
そ
し
て
、

か
つ
て
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
人
に
町
を
訪

れ
て
ほ
し
い
」
と
先
を
見
据
え
る
。
地
域
再

生
へ
向
け
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
「
新
野

ワ
イ
ワ
イ
塾
」
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

あらたの夏祭りをサポート

どんど焼きで無病息災

竹林コンサートの会場を整備

防災訓練でテント設営を習う
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